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被服部会研究例会

・第5回 研究例会

日時 .昭和39年12月19日(土)於 京都女子大学

演題'「 被服美の構造について」

成安女子短期大学 板 倉 寿 郎

被服美表現に際し、感情表出が被服表現 とな るには次の 原理に よ る。 それ

は、まず作 る時 ①用途的社会的条件を考える。②自己の気分をあぢわすよ う

に選択す る(被 服的雰囲気を生ずる)の であるが、気分の表出に装身を媒介 と

するときに被服美が成立すると述べ られた。すなわち、作 ること着 ることは装

うことによってその独自性を獲得するものであるとし、人間と被服 との関連の

あり方のひとつの姿 として装 うことを指摘 された。

研究発表会終了後、有志懇親会を 「きのえ」にて催し、午後8時 頃散会した。

・第6回 研究例会

日時 昭和40年5月22日(土)於 大阪市立大学

興蹕 「欧米各国の被服の印象」

三越主任デザイナー 高 田 千代孑

「ヨmッ パ人の被服観」

京都市立美術大学 元 井 能

高田氏は昭和39年 に、元井氏は昭和35年 にヨーロッパ旅行をされたが、今回

の研究例会は両氏にヨーロッパの被服に関する講演をしていたぜいた。
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高田氏はメキシコ ・アメリカ ・イギ リス ・フランス ・ドイッ ・イタリア ・ス

イス ・北欧における被服生活の現状を各国比較しなが らデザ イナー としての鋭

い観察で得 られた印象を語 られ、数多 くの興味ある問題を提示 された。

元井氏はヨーロッパ人の被服観の究明に考慮しなければならぬことは、その

風土的な解決 と風土に根ざした社会環境の理解であ り、例えば、 ヨーロッパに

おける歴史的な事象(申 世キリス ト教と被服、 近代フランス革命、 産業革侖

等)が ヨーロッパ人の個人意識社会主義の自覚 とな り、それが被服観形成の要

eと なってい ると解かれた。自己の風土と歴史に立脚 した時に正 しい被服観が

得 られるのであ り、被服部会でしばしば取上 げられる流行問題の解明に もひと

つの示唆を与えられたと思 う。
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